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死の不安についての一考察
一死を看取る看護学生の立場より一
丹下庄一 ・阪口木綿子
A Study on the Death Anxiety 
-From the Standpoint of Nursing Students Who Will Care Dying Patients -
SHOICHI TANGE and YUKO SAKAGUCHI 
序 論
現代社会においては，死という問題が日常生活のなか
で間後化され.実際IC:死を目にしたり考えたりする機会
が少なくなっている。医療の発達により.病気もけかも
死と結び付く吋能性は低くなり，人聞が死をつねに怠識
しながら生きるという必要はなくなった。今や死までも
人間の力で克服できるかのような錯覚の一万で.実lま事
故や戦争のような死の可能性を人聞はっくりつづけてい
るのである。死の問題が，意識から:iiのけば速のくほど
に，ζのすべての人間に必ずやってくる死は得体の知れ
ない恐ろしいものとして人間の心の不安をかきたてる結
栄となった。
ζのような時代への反省が医療をはじめとするδまざ
まな分野から起ζってきている。 Hお9f.IC:発行された
E.キュープラー ・ロスの「死ぬ師事問J1;は大きなl反
轡を呼び，タブー視されていた死の問題について悶Eり与
えたいと願っていた人々がどんなに多くいたかという乙
とを示した。特iζぷ期疾患の患者が最期の瞬間まで人間
らしく生きるために行われるケアは人間の噂厳という医
療の基本的倫聞をクローズアップさせたのである。
乙乙卜数年.日本でも乙うした死の臨床への取り組み
はさかんとなり.ホスピスの数も増えてきている。同時
lζ.医療スタッフの死の教育(デス ・エジュケーション)
の必要もいわれるようになってきた。伯A¥哲夫 2)は.
「助死婦jとして医療スタッフを位置づけているが， ζ
のように医者や石守a婦は忠省の生と死を支える必愛があ
る。そのためには.医療スタ yフ自身が当然臼分の牛.と
死lζ取り組まねばならない乙とになる。
そして.死の臨床i乙燐わるなかで，死の不安による防
衛lζ自ら気っき，自分自身の成長に役立てるような形で
死の問題IC:取り組んでいく乙とが大切になる。それゆえ
に.死の臨床や死の教育は心理学の分野とも強く結び付
いているのである。
本研究においては，ζのような死を石匹取る側の心開に
ついて.特IC死の教育との関わりから看護学生K焦点、を
あてて考えてみたい。
先行研究からの課題
寺井は1986年. i死の知覚IC:関するー研究J3 )とし
て.一般大学生男女.看護学生，右rol品3.ホスピス勤務
の看護婦，各々のもつ死のイメージと死の不安κついて
まとめた。死のイメージは12項目の形容詞による SD法
を用い.死の不安はTemp1er.D. 1.のDAS(Death 
Anxiety Scale) を宅者が相沢したものを用いた。
(予備調内で項目分析したものを本凋併で用いた。)
その給見~. }l1 Iζ示したように.u;:fll'宇佐は一般の矢
子大学生よりも死の不安が有意Ic:;t.'jかった (P < 0.05)。
t-test 
(df=257) 
2.001ホ
(ホ :p < 0.05) 
乙れは.死IC:関する体験 (教育も含めて)により死の不
安が減少するのではないかという仮説を実証する結果で
はなかった。
先行研究においては，死』ζ関する体験によってかえっ
て死の不安が日くなるという報告もいくつかある。乙れ
によれば，その死に関する体験がどのようなものであっ
、????
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たか.例えば，突然であったかどうか，残酷であったか
とうか.死んだ人とはどんな間柄であったか.その体験
をした年齢はいつか，などによって左がでてくるようで
ある。 ζのように，その人が生きてきたなかでの個人的
な体験による影響はかなり大きい。
一方で，死iζ関する講議の成果を実証する研究報告や
実視経験iζよる死の不安の減少を示す結果もでている。
1王者の研究においても，実際のケアiζ機わっている看護
似の}jが看護学生よりも死の不安はかなり低かった。
死1:関する知識はあるが実際の経験が少なく，しかも
近い将来縫実に死の問題に直面しなければならない乙と
を意識している看護学生においては，死の不安が高い乙
とも，ある怠昧では当然のζとかもしれない。だが，死
の教育が司1ζ死の不安を高めるものであってはならない
はずである。乙のような看護学生の特徴をさらに深く考
察していく乙とで，死の不安を臼らの成長lとまで生かし
ていけるようにするべきではないだろうか。
そ乙で，死の不安iζついて分析する必要が生じてきた。
表2にみられるように，死のイメージは一般の女子大学
生よりも看護学生の方がむしろ肯定的とも考えられ.そ
の乙とからも看護学生がtt11ζ死lζ対して不安を他いてい
るという点だけを強調するわけにはL、かないようである。
死の不安を僧層的量的に考えるのではなく，その内容を
々えていく必要がある。
J(3は.12項目のDASを因子分析した結果である。
各々の悶子の特性が明らかになっている。乙の因子別に.
先ほどの看護学生と一般の女子大学生のDASを比較し
てみる と(表4).石-護学生は，因子 1(死を認識する
乙とへの不安)，凶子2(時の流れに対する感受性)で
は各々 P<O.OI，P <0.05で有意iζ高いが.因子3(死
までの過程1 :対する不安)では，有意ではないがむしろ
低い乙とがわかった。看護婦の分析結果からも各因チの
特性がわかる。ホスピス勤務の看護婦とその他の看護婦
とを比鮫すると，ホスピス勤務の看護婦の}jがDASは
有意に低い (P<0.05)が，因子2のみはむしろ白山、と
いう結果が出ている(表5)。死のイメ ージでは，ホス
ピスの看護婦はその他の看護婦及び学生群に比べてとび
ぬけて肯定的なイメージをもっており(図 1).乙れと
合わせて考えれば，因チ2が死の問題に対する感受性と
いう肯定的側面ももっている乙とが推測される。
乙のように，死の不安にも諸層があって，不安という
否定的な面ばかりでなく.死の問題K対する感受性とい
う肯定的な面もある乙とが明らかになった。医療におい
ては，医者や看護財という役割を固めていき患者やその
死1:慣れていく乙とで，死の不安は減少するだろう。が.
一方で，そうした慣れからくる看護の非人間化が問題に
される ζともある。医療に燐わる人々が死にゆく人に向
き合うとき，生身の自分をだしてしまい心の動嬬が大き
くなるのはある程度やむをえないζとであろうし.むし
ろその自然な感情を大切にすべきであるともいえる。
乙う した意味では，看護学生が示した感受性の高さは
将来もまもりつづげてほしいものと恩われるが.死の不
安iζ立ち向かう-}jでとの感受性を生かしていくため1:
はどうすればいいのだろうか。乙の点、について考えてい
表2 く看護学生と一般女子学生間における「死」のイメージの有意差検定〉
看護学生 一般女子大学生 t-test 
項 自
平均 S 平均 (df= 257 ) D S D 
苦しい 2.39 0.84 2.61 0.89 ← 2.0512不
否 さびしい 1. 87 0.83 2.02 O. 93 -1. 2919 
定 暗い 2.22 0.94 2. 27 0.99 -O. 4324 
的 乙わい 1. 96 0.94 1. 94 1. 01 0.1652 
不気味な 2.85 1. 08 2.69 1. 12 1. 2105 
効 恩い通りになる 4.15 0.92 4.27 0.88 -1. 0462 
カ 予測できる 3. 76 1. 09 4.06 . 0.95 -2.3570単
感 日常的な 3.49 . 1. 22 3.55 1.19 0.3952 
化美
美しい 3.66 0.92 3.61 1. 02 0.3827 
やすらか 2. 91 0.91 2. 75 0.95 1. 3930 
希 符望のある 4.24 0.91 4.52 0.72 -2. 7035事務
望 明るい 4.39 O. 73 4.57 O. 71 -2. 0840本
(注)得点の低い方が「あてはまるJ
(本 *:Pく0.01、*: Pく0.05) 
( 2 ) 
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表 3. くDASの因子別項目 > (・は逆転羽目)
因子 l 死を認識する乙とへの不安
• 10)死について考えて気持ちが沈む、という乙とはない。
6 )死後の乙とを考えると悩んでしまう。
1 )私は死ぬ乙とがとてもこわし、。
• 2)ほかの人が死について認しているのを聞いても何とも怠わない。
• 7)私は死ぬζとが少しも乙わくなし、。
因子2 時の流れに対する感受性
4 )時聞があまり早く過ぎ去ってしまう乙とに、心を痛める乙とがある。
8 )人生とは何と短いものだろうと考える ζとがある。
9 )誰かが第三次世界大戦の乙とを話しているのを聞くとぞっとする。
因子3 死までの過程に対する不安
5 )あまり苦しまずに死にたい。
• 7)私は死ぬ乙とが少しも乙わくなし、。
1 )私は死ぬ乙とがとても乙わい。
• 3)私はガンになる乙とをそれほど恐れてはいなb、。
1 )死体を見る乙とは恐ろしし、。
• 12)私が恐怖を感じるような乙とが将来起乙るとは思えない。
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表 4. く宥5学生と一般女子大学生聞におけるDAS
の有意差検定>
:三三看護学生 一般女子大学生 t-test 平均 SD 平均 SD df=257) I~子 l 18.19 3.61 16.94 3.57 2.7877* 因子2 10.67 2.43 10.03 2.14 2.2325 
I~子 3 24.04 3. 36 24. 35 3.22 -0.7537 
iEI十点 44.79 6.02 43.37 5.29 2.01 * 
(* * : pく0.01、*:pく0.05) 
表5 くホスピスのNsと一般のNs聞におけるDAS
の有意差検定>
ホスピス看護婦 看護婦 t-test 
平均 SD 平均 SD (df=125) 
因子 l 14.06 3. 04 15.59 3.53 ト1.6793
因子2 10.65 185 10.62 2.50 0.0471 
8子3 17.88 3. 60 2132 3. 77 ト3.4943判
合計点 37.53 5.05 40.71 6目。2ト2目0520本
(* * pく0.01、* pく0.05) 
くt易合.必もはっきりとした形で問題になるのが白分自
身の死，そして生きる ζとと死との関わりではないだろ
うか。
「絞・死ぬ瞬間」の中でE.キューブラー ・ロスは乙
( 3 ) 
a b C d 
l否定的イメ ー引ジ}
H同1:込 -4一すE鍵般鵠スピスの Ns 2.効力感イメー のN 5 
3.美化イメージ ...生
4.希望イメージ 大学生(女子
図 1. r死」のイメージの各群間比較
う』いている。「成長の段終段階としての死 死を.
恐れる乙とはし、らない。われわれが気にすべき乙とは肉
体の終わりではなし、。それよりも，生きている聞は生き
ること 有l壌を受けいれてはじめて，われわれのよι
そのー臼ー臼をわれわれκ可能なかぎり大きく充分に成
長する乙とへ篠ける力が涌いてくる。J4)
人1mは，たとえそれが遠いものであっても自分自身の
死をぷめ.それゆえiζかえって生きる乙とに駁緩的にな
らさるをえないようである。乙のような人間の成長を視
点として，看護学生のもつ死の意識について再度凋任を
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お乙なっfこ。
調 査
1.調査目的
前述した先行研究の結果より，さらなる課題として次
の2点について調査を行うことにした。
a)他人の死と自分自身の死との関わり
b)生きる乙とと自分自身の死との関わり
自分の死lζ対する考え方の違いによって，他人の死1:
対する考え方及び生きる乙とに対する考え方はどのよう
に違うのか，つまり自分の死と他人の死，自分の死と生
きる乙との聞にどんな関連があるのかを調べる。
2.調査対象
看護学生 154名(1年生:80名. 2年生:74名)
3.調査方法
SCT (文章完成法テスト)になら った5項目よ り成
る調査票で，死iζ対する考えを記述してもらう。項目に
ついては表6のとおりである。
表6. 調査票
**刻ドホ***米*************本******ヨド*****i次の文章を読んで 最初1 :頭時かんだことをつづいZ
* Zで書き、文章を完成してください0 2
: 81JIζ決まった答えはありませんので、自由児書いてく:
:ださい。 2 
:(1)知人の死を耳にすると私は 2 
* :(2)生きるという乙とは
* 2131他人の死というものは* 本
2141自分が死ぬという乙とは 2 
:(5)死にたくないのは * 
* **本******************************
4.分析方法
記述された内容を考慮し，次のように項目乙とに分類
した。
QI.知人の死を耳にすると私は
カテゴリ ー1 情緒的反応
伊IJ)悲しい，さびしい， 乙わい，恐ろしい，つらい，
胸が痛む， ショックをうける
カテゴリ-2:感情マ ヒ反応
伊1])呆然とする，実感できない，わけがわからない.
信じられない， 信じたくない，驚く
カテコリー 3:客観的理解
例)故人の生前のことを思う，まだ若いのに気の毒だ，
接された家族や周りの人の気持を察する
カテコリ ー4. .主観的理解
( 4 ) 
例)自分の死について考えさせられる，人生のはかな
さを思う，自分の生き方について考える
Q 2.生きるという乙とは・・
カテゴ リー 1 肯方的評価
例)すばらしい，楽しい，希望，大切である
カテコ'リー 2・否定的評価
例)つらい，難しい，大変な乙と
カテゴ'リ-3:二面的評価
例)つらいが楽しい，素晴らしいが難しい
カテコリー 4:生きる意志
例)目的をも って行動する乙と. 自分で自分を向上さ
せる，精一杯できることをする，悔いのないよう
生きる
カテゴリ -5 客観的定義
例)自分が存在すること，いつか死ぬという ζとだ，
義務である
Q 3.他人の死というものは
カテゴリ ー1・情緒的反応
例)悲しい，つらい
カテゴリ ー2・客観的反応
例)関係がない，実感がない， ひとごと，寿命である
カテゴリー3・主観的共感
例)自分の死について考える
Q4.自分が死ぬというととは…
カテゴリー 1 不安反応
例)乙わい，恐ろしい.考えたくない
カテゴリー 2 回避反応
例)考えたことがない，信じられない，先の乙と
カテゴリー 3:客観的態度
例)寿命，運命，自分の存在がなくなる乙と
カテコリー -4・生きる乙ととの関連
例)それまで精一杯生きたい
カテゴリー5:死による変化
{9IJ)別の世界にうつされるとと，残る人にとってどう
だろうか
Q 5.死lとたくないのは・
カテコ。リ ー1 生の肯定的意味づけ
伊1])まだまだやりたいことがあるから，将来の楽しみ
があるから，生きる乙とが楽しL、から
カテコザリー 2 他者との関わり
例)家族が悲しむから，好きな人がいるから
カテコAリ-3・死の否定的窓味っけ
例)死ぬ乙とが恐L、から，死が痛みや苦しみを伴うか
句
カテゴリ -4 その{也
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表 10.くQ4と他項目との関連*Q3のカテゴリー
別該当者数> ( )内は箔
Q4の泊 A B C D E 
Q3-1 20(41.7) 13(31.7) 13(28.9) 3 (33.3) 2 (18.2) 
Q3ー 217(35.4) 16(39.0) 19(42.2) 3 (33.3) 3 (27.3) 
Q3ー 3 5 (10.4) 3 ( 7.3) 6 (13.3) o ( 0)10 ( 0) 
Q3-4 6 (12.5) 8 (19 5) 6(13.3) 3 (33.3) 6 (54.5) 
無答
1十 48 41 45 9 1 
例)当然である，.lI~もが思う乙とである
得られたデータの結巣を次に示す。
(1)全体集計
各項目のカテゴリ -glJ該当者数は表?に示すとおりで
ある。( )内は百分率を示している(以下も問機)。
果結
)内は第全体集計(カテゴリー別該当者数)( 表7.
表 1.くQ4と他項目との関連*Q5のカテゴリー
別該当者数> ( )内は第
Q4の割 A B C D E 
Q5-1 19(39.6) 21 (51.2) 20(44.4) 7 (77.8) 7 (63.6) 
Q5-2 2 ( 4.2) 1 ( 2.4) 5(11.1) 1 (11.1) 1 ( 9.1) 
Q5-3 16(33.3) 4 ( 9.8) 1 (24.4) 1 (11.1) 2 (18.2) 
Q5-4 1 (22.9) 14 (34.1) 9 (20.0) o ( 0)1 ( 9.1) 
無答
3十 48 41 45 9 1 
ζれは.本調査の視点であった「臼分の死Jと 「他人
の死J&.び「門分の死Jと 「生きること」の関わりにす
いて々えるための操作である。臼分の死tζ対する考えノ1]"
の違いによって，他人の死や生きるという乙とiζ対する
考え}ilとも迎いが現れてくるだろう。
乙の途いを必べるために，各野間でx2検定を行った。
乙の結果.①Q1ーカテゴリ-4.②Q2ー カテコ'リ-
3，③Q3ー カテコ'リ-4，④Q5ー カテコ'リー 3にお
いて群Imlζ有意な去が見られた。乙の有意Jをがどの.tr悶
にみられたものであるかがぷ121ζ示しである。
(2) Q 4 r自分の死Jと他項目との関連
次1(，Q 4の各カテコaリー該当者を， Atf (カテゴリー
1)， B群(カテゴリー 2).C群(カテゴリ ー 3)， 
D群(カテコリ ー4)， E群(カテコ'リー 5).の各群
iζ分け，その群毎iζQI.Q2， Q3， Q5のカテコ リ-
}jIJ該当者数をだしたのが表8-表11である。
<Q4と他項目との関連*QIのカテゴリー
81J該当者数> ( )内は%
Q|カテゴリー |群間
1I 4 I A -B I 4. 296 * 
2_.l...3. ー I .1¥三巴 L.. ト350?-
D-c I 5.856 * 
. ~..l … …4・一一 ..L.~..~ 丹 1 .. R:764?*ー・
E-B I 5.410* 
E-c I 8.917本*
A-B I 7.055 ** 
df= 1、** pく0.01、* pく0.05
表 12.く群聞で有意差の見られた項目〉
x2 
1:01ト Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 
53(34.4) 32(20.8) 51(33.1 ) 48(31.2) 74(48.1) 
2 53(34.4) 24 (15.6) 58(37.7) 41 (26.6) 10( 6.5) 
3 23(14.9) 46(29.9) 14( 9.1) 45(29.2) 34(22.1) 
4 25(16.2) 32(20.8) 29(18.8) 9 ( 5.8) 35(22.7) 
5 / 18(11.7) / 1 ( 7.1) / 
終答 2 ( 1.3) 2 ( 1.3.) / 1 ( 0.6，) 
;十 154 154 154 154 154 
Q4の割 A B C D E 
QIー l14 (29.2) 18(43.9) 15(33.3) 2 (22.2) 4 (36.4) 
QI-2 12(25.0) 16(39.0) 18(40.0) 3 (33.3) 4 (364) 
QI-3 9 (18.8) 3 ( 7.3) 6 (13.3) 2 (22.2) 3 (27.3) 
QI-4 13(27.1 ) 4 ( 9.8) 6 03.3) 2 (22.2) o ( 0) 
;十 48 41 45 9 1I 
表8.
3 5 
くQ4と他項目との関連本 Q2のカテコ'リー
81J該当者数> ( )内(i%
①QIーカテゴ リー 4
「知人の死を耳iζすると私は・….J IC対する「主観的問
解J の該"i~において， AMとBtlfの間iζ有意差が見ら
( 5 ) 
Q4の劉 A B C D E 
Q2-1 8 (16.7) 14(34.1) 8 (17.8) 1 (11.1) 1 ( 9.1) 
Q2-2 806.7) 7 (17.1) 603.3) o ( 0)1 3 (27.3) 
Q2-3 19(39.6) 10(24.4) 8 (17.8) 5 (55.6) 4 (36.4) 
Q2-4 8 06.7) 5 (12.2) 14(31.1) 2 (22.2) 3 (27.3) 
Q2-5 5 (10.4) 3 ( 7.3) 9 (20.0) 1(11.1) o ( 0)
無答 2 
2十 48 41 45 9 1 
表9.
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れた (Pく0.05)。
自分の死lζ対して不安を記述したA群の方が，死につ
いて考えたζとのないBMより，自分の死と他人の死と
の関わりを考えている乙とになる。
②Q2-カテゴリー3
「生きるという乙とは….J IC.対する「二面的評価」の
該当者において. A群とC群. cllfとD群の問tζ有意差
が見られた(P<0.05)。
自分の死Iζ対して不安を記述したA群の方が，客観的
態度を記述したC群よりも，生きる乙とに対して二面的
1[.評価している。また.自分の死に対して生きる乙とと
関わらせて記述したD鮮も，同じく C群より生きる乙と
を二面的1[.とらえている。
③Q3ー カテゴリー4
「他人の死という ものは・ ・」に対する「主観的共感J
の該当者において. EP.手と A群. E群と B群. E若手とC
群の佑aIL有意差が見られた(各々P<0.01. P <0.05. 
P<O.OI)。
自分の死，[.対して死後のζとを記述したE群は，不安
反応，凶避反応，客観的態度を記述した，各々A群. B 
群.CMよりも，他人の死に対して主観的共感を示す傾
向が強い。
0Q5-カテゴリー3
「死にたくないのは…・.J 1[.対する『死の否定的意味づ
け」の該当者において.A群と B1lFの間iζ有ttltが見ら
れた。
自分の死κ対して不安を記述したA群の方が，自分の
死について考えた乙とのないB群よりも.死の否定的意
味つけを死の抑制!の理由としてあげている。
考 察
(1) 各群の像
自分の死iζ対する4号え方の違いによって分かれた各群
毎1[.，他人の死及び生きる ζとに対する考え方との関連
から，その特徴を考察する。 他人の死lと対する考え方と
しては， i知人の死」を問うQl及び「他人の死Jを問
うQ3を参々にした。生きる乙とに対する考え方として
は. i生きる ζとjを問うQ2及び「死の否定(死Kた
くなし、)Jを前提としてそ乙から生きる乙とを問うQ5
を参考にした。
①A群(不安反応)
ζの群は死IL対して不安が高いのであるが，それは死
について考える乙とが多いためであろうと思われる。そ
のため，死について考える ζとの少ない，あるいは考え
るのを避けているB群κ比べて，知人の死 (QJ ) ，ζ対
( 6 )
しては白分との関わりで考えてしまうという結果がでた
のであろう。 ζのように知人の死と自らを関わらせてい
るζとと，自分の死iζ対する不安への言及というl局面を
~え合わせると.他人の死がまだ績極的な形で自分の生
と死に結び付くまでには至っておらず，他人の死によっ
て動かされはするものの.むしろそれが不安と結び付く
ζとが多いようである。そのため，他人の死 (Q3)κ 
対して主観的共感が少ないという， Q 1とは一見矛盾す
る結果もでている。またQ5では.死を低定的I[.~味づ
けているという結果もでているが，ζれもB群との間の
廷であり.死について与えなければ不安も生じないが，
どうしても身えてしま うために死に対して不安を他かざ
るをえない状態を示していると恩われる。
死の不安については，死という問題IL対する感受性と
いう側面もあると前lζ述べた。不安に耐えられない場合.
自分とのl拘わりを断って不安が生じるのを防ぐという形
での防衛が使われると恩われるが. A群の場合にはそれ
とは違い.死について与えた時の不安を自ら意識してい
る。感受性が鋭いがゆえに生じる不安に対し，逃げると
となく直面しているという状態であるとも考えられる。
乙のように.A 鮮は死の不安の二面性を興味深い形で示
している。
②B群(回避反応)
QI における主観自8FJl解， Q 3における主観的共感の
両方1[.おいて低し他人の死iζ対して自分を関与させる
乙とが少ない乙とを示している。 Q2では，5 MLド唯一
「肯定的評価J該当者の割合が一位となっており，生き
るζとに対しては楽天的な見方をしているようであった。
Q5でも死の否定的意味つけは少ないという結果がでて
いる。
自分の死について考えたζとがないという B群にとっ
ては，乙れらは当然の結果といえるかもしれなし、。死に
ついて考えたことがなければその問題で揺れ動くことは
少ないであろうし.他人の死tζ自分を関わらせていく乙
とは少なくなるだろう。看護学生が行年期の途中にいる
ことを考えれば，ある窓味で乙のような状態乙そ健康と
いえるのかもしれない。一般の女子大学生は看護乍生よ
りも死の不安か低いという調査結果がみられた乙とを前
I[.)iliべたが.乙れもあわせて考えてみれば，同年代の女
性の中ではB群のような人はもっと一般的なのであろう。
と乙ろが，看護学生の溺合，死という本来人生後半の
課題に若くしてl直面するであろうことが予想されるがゆ
えに.その立場の特異性も考慮すべきである。ただ今
の段階で乙のB腐を， tjil['死を避けているというふう
に盃定的にのみとらえる乙とはできない乙とを強凋して
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おきたし、。乙のような人にとっては，実際の看護の中で
患者の死iζ真面し逃げる ζとができなくなったときが，
新しい転機となるのではないだ‘ろうか。
③C群(客観的態度)
ζの群の特徴があらわれたのはQ2であり. A群.D 
群1:比べ，生きるということκついて二面的lζとらえる
ということは少なく.最も多かったのは「生きる意志」
であった。 A群やD群の場合，生についても死について
も直銭的に自分を関与させるがゆえに，生きる ζとに対
して肯定的な面と同時lζ否定的な面もあげざるをえない
のであろう。二面的評価はたしかに生のとらえ方lζlよが
りを感じさせるものだが， 一方，そのアンヒ、パレンスの
ゆえに括れ動く不安定な状態ともいえるものである。 C
群は自分の死について客観的態度を示し，冷静ともいえ
る安定性をみせており，生きる乙とに関しでも評価にと
どまらず決意を述べて動揺を感じさせない。
Q3では.E群iζ比べて他人の死について臼分の死と
関連づげて考える乙とは少ないという結果がでている。
客観的態度によって死を間接化させ.その問題を保留し
た形で安定を得ているのかもしれない。ただし，現時点
での安定が乙れからの成長のなかで再び揺らぐ乙ともも
ちろんあるだろうと思われる。
また，死を 「速命Jr自分という停在の終わりjとす
る客観的態度の中には.前述した安定性と同時に，どう
せ人聞は死ぬのだし死んだら終わりであるというニヒリ
ズムが感じられなくもない。そ乙には，現代社会という
背景的問題も含めて，現世的個人主義的といわれる現代
若者像が浮かびあがってくる。
④D群(生きる乙ととの関連)
自分の死について考えるとき，生きるとととの関わり
で言及しているD群は. ζの調査において段も関心のひ
かれる群であるともいえる。
特徴としては.生きる乙とを二面的にとらえている人
が，前述のC群より有意に多かった (Q2 )乙とがあげ
られる。乙れは，生のアンビパレンスを怠識している乙
とを示しており，乙の点ではA群と問機lζ揺れ動きがあ
ると考えられる。しかしD群は. A群とは異なり，他人
の死1:対して自分の死との関わりのなかて'とらえている
傾向も強い (Q3)。生と死iζ対する考えが安定してい
るとはいえないが，揺れ動いているがゆえに柔軟な態度
が示されているようである。
生きることは死の逗返しでありながら，生きる乙とに
よって死iζ近ついていく乙とになるという逆説がある。
それゆえに.死について考える乙とのない生も，生につ
いて考える ζとのない死も，メド米成立ち縫いものである。
( 7 ) 
と乙ろが，死』ζ対する不安が高い場合，生と死を切り離
して考える方が楽であり，そのため死を意識から速さけ
てしまう乙とも多いだろう。だから.死に対して不安を
表明していなかったり死についてあまり考えていないか
らといって.死の不安が低いのだと即断するわけにはい
かなし、。それは表面にあらわれていないだけであって，
それだけに実はー病死の不安は高いのかもしれなし、から
である。
生と死を切り離す乙となく，また他人の死を自分と切
り離す乙との少ないD群は，タEの問題に対する感受性が
鋭いといえるであろう。その一方で，感受性の鋭さゆえ
にともすれば陥りがちな神経症的不安をしめす乙ともな
く.死を生きる乙との一部としてとらえ年齢的1:ふさわ
しい課題に取り組んで=いるようである。
⑤E群(死による変化)
死後の世界や自分の死後残される人々について記述し
たE群は，他人の死を自分の死について考えさせるもの
とする考え万が強し、という結果がでている(Q 3)0 E 
鮮は.死そのもの1:ついては言及せず死を一つの区切り
として時間的見通しのなかでとらえている。情緒的関与
がないという点ではC群と共通するかもしれないが，違
う点、は乙の時間的見通しの有無である。死を「終わり」
とするC群にくらべ E群は何らかの意味で連続性を感
じている。それは，現症の自分の世界と死後の自分のt世
界の連続性であったり臼分の死後も続く他者との関係で
あったりするわけだが.いずれにせよ死によって終わる
ζとのないものの与在を感じているようだ。
ζうした連続性の感覚は，もちろん信仰との結び付き
が強いが， もっと広い意味てー の1基本的安定感とも関係す
ると思われる。死という問題はあまりに大きくそれが不
安を伴う乙とが多いために，他人の死を臼分と切り縦し
自分だけは特別であると感じてしまうのは，人間一般に
多少とも見られる傾向であろう。 と乙ろが，自分は特別
な存復でも何でもなく ，大きな廃史の流れの一点にすぎ
ないという ζとも.同時に人聞は知っている。自分とい
う個体それ自体の意、味を無に帰して，大いなる流れの中
の橋渡しの役割に新しい意味をも見いだす乙とができる
とき，臼分が一点、にすぎない乙とがかえって.大いなる
ものに抱かれている安JL憾にかわるのではないだろうか。
とのような連続性の感覚があるならば，他人の死を自
分と切り総す必要もなしそのつながりを窓織化しやす
いであろう。そういう意味で.乙のE訴がA群. B群，
C群iζ くらべ他人の死を自分の死との関わりでとらえて
いる傾向の強い乙とが理解て‘きる。
(2) 自分の死と他人の死との関連
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全体として，自分の死，そして知人の死，他人の死と
遠ざかるにつれて，死tζ対する実感が失われていく傾向
はある。しかし，群別にみると，自分の死に対する考え
方の違いによ って他人の死に対する考え方はかなり異な
るものであることがわかる。
B群やC群のように，自分の死について客観的な見方
をしていたり，考える乙とのあまりない場合には.他人
の死に対しでも同織に自分とは関係のないものとして考
える傾向が強L、。乙の場合.自分の死も他人の死も含め
て，死という問題そのものが間接化され遠ざけられてい
るようであり，自分の死と他人の死との関わりがないの
も当然といえるかもしれない。
A群のように.自分の死に対して不安という直接的反
応を言語化している場合，他人の死というものは.全く
切り離して考える乙ともできず.かといって自分との関
わりの中で考えようとすると不安を感じてしまうもので
あった。乙のように，自分の死について直接的に考えて
はいるがそれが不安を伴う場合，他人の死については，
自分との関わりはあるものの主体的に選択した関わりに
までは至らない。
D群.E群のように，自分の死Kついて間接化させる
ζともなく不安を感じる乙ともなしむしろ生きる乙と
や連続性について考えている場合，他人の死は自分と関
わりの深いものであることをはっきり認識できるようで
ある。逆に言えば，自分と他人とのつながりが感じられ
るから乙そ，死という問題について積極的K考えていく
ζとが可能になるといえる。
以上のように，自分の死l乙対する考え万は他人の死に
対する考え方と密接に関連している。 自分の死iζついて
直接的に考えている人ほど，他人の死についても自分と
の関わりで実感をもったものとして感じられており.逆
iζ，自分の死を間接的ILしか，もしくはほとんと考えら
れない人は，他人の死は自分と関わりのないものとして
感じられるようである。
(3) 自分の死と生きる ζととの関連
生きる乙とについては，その肯定的な面と否定的な面
の両方を認めている人々が全体としては最も多かった。
まず. A群.D群. E群の3群は，生きる乙とについ
て二面的評価をしている人が多く，自分の死についての
直接的取り組みと乙の二面的評価との聞に関連があるの
ではと考えられる。さらに詳しく見ていくと. B群のよ
うに自分の死についてあまり考えない場合，生きる乙と
については肯定的な一面的評価が多く，死を否定的に意
味づける ζとも少なかった。乙の場合，生と死は切り離
しがたいものとは認知されておらず，いわば生の部分に
( 8 ) 
だけ光があてられているのであり，同様lζ生きる乙とに
ついても今はその明るい面だけが認められている。
C群のように， 自分の死を間接化させて考えている場
合にも生きる ζとについて二面的評価は少ないが.かと
いってB群のように肯定的なわけでもなく，むしろ「死
んだら終わりだから，生きている聞に苦労するなんてζ
とは何の意味もない。Iというような考え方から生の否
定的側面を認めようとしないのかもしれなし、。乙ういう
怠昧では，生きる乙とのこ面性を認めるという 乙とは，
「何のために人聞は苦しい思いをしながらも生きるのか」
という実存的な問題とも関係してくるように思われる。
生きることに交付る二面的評価が多かった3群のうち，
A群はどちらかといえばその否定的な面の方に比毛があ
るようである。そ乙には，死の必然、性を知りつつ生きな
ければならない人間だけがもっ苦しさへの敏感さが見ら
れる。自分の死iζ対して避ける乙となく積極的に考えて
い乙うとする乙とで，確かに生きる乙とについても両面
的にとらえられる乙とにもなり，自分の死i乙対して考え
ていく乙とで一層生きる乙とに真剣に取り組んでいくと
いえる。だが，やはりまだ， ζの生のアンビパレンスを
あるがままに受け入れるよりは，その問で揺れ動き~藤
をお ζしている不安定な状態といえるのではないだろう
か。たぶん，乙の実存的な問題は一生単位でもちつづけ
るだろう大きな問題である。だから. 0群. E群iζして
も，今の段階で三面的評価をしている乙とが，何か悟り
でもしたかのような落ち着いた状態であるわけではなく，
むしろ，そういう人生の問題に対する敏感さのあらわれ
であると考えられる。
以上のように，自分の死IC対する考え方の違いが，生
きる乙とに対する考え方の上でも大きな違いを及ほ して
いる ζとがわかる。自分の死について積極的に考えてい
る乙とが，生きる乙とに対する明確な答えに結び付くわ
けではないが，人生の問題K対して考えていく際の深ま
り方には影響するのではなし、かと思われる。
要 約
これまで，自分の死と他人の死，自分の死と生きるこ
とという 2つの観点から，看護学生のもつ死の意識につ
いて考えてきたわけであるが，調査の結果からはその2
つの内とちらにも密接な関係がある ζとがわかった。
自分の死というものは.必ず体験するものとは知って
いながら，同時に生きている限り決して体験することの
できないものである。それを体験した者はそれを語るこ
とができず，そのため自分自身の死は惣像の限界を越え
ている。と乙ろが，生きる乙とについて考えれば考える
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f~IL，自分が有限の存在である乙とを考えざるを得なく
なる。 ζのように，考えるととの難しい自分の死という
問題をあえて取り上げ「たのは.それが人間の成長に，特
に他人である患者の生と死を支える仕事iζ就乙うとして
いる看護学生の成長にと って大きな意味があると恩われ
たからである。
乙の研究より取り上げるべき点は2つあると思われる。
lつは，自分自身の死を考える場合1:，やはり他人の死
というものが自分と切り離されない乙とが大切で・あると
いう乙とである。乙れは共感という言葉でも表せると思
うが.その底には人間同士の時聞を越えた.また個体を
越えた連続性の感党がある。もう iつは自分自身の死を
考える乙とが.すJなわち生きる乙と，臼分の人生の問題
を考えるととになるという乙とである。 í~ 、かに生きる
かJという人間の永遠のテー 7は，死について考える乙
となしには空論となってしまう恐れがある。
しかし，乙れらの結論に付け加えなければならない乙
とがある。それは，死の不安の中には感受性という宵定
的な面も含まれているという乙と，そして.死1:ついて
考えない乙との中にも，それなりの健康さの表れである
場合もあり.実は不安の高さからくる場合もあるという
乙とである。乙のように表面的iζ表れた結果の中にもい
くつかの可能性があるという乙とを考えておかなければ
ならない。特に看護学生を対象とする場合，その年蹴と
立湯をも考慮すべきであり，死についての不安が高し、か
らといって必ずしも否定的とはし、えないし，死について
考えていないからといって.死について深く考えている
人l乙比べて劣っていると決めつけるわけにはし、かなし、。
調査というものの限界も忘れずに，慎重K結果を取り級
う必要がある。
この調査は今後，死の問題について様々な年齢や立場
の人々を対象に考えていくための仮説設定の位慣にある
と思われる。自分の死と他人の先のつながりを基本的な
連続性の感覚にまで広げ，生と死の関わりを人生のテー
マと関連っけながら，死という問題の諸相をさらに探究
していく必要がある。
? ，
?
? ?《〈
?
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Summary 
In recent years it has been stressed in many fields， especi剖Iyin the medical field， that man should humanly meet 
his dcath， the last stage. The medical and nursing staff who cares dying patients needs to sympathize with others 
in their suffering of death and dying. Because the thought of death and dying naturally makes us insecure very much. 
The purpose of the present study is to investigate what matter relates to the sympathy with others' death and dying. 
The questionnaire asks a question of what you think of others' death， death and life of himself. This consists of 5 SCT. 
( 9 )
-308- 児童学
Data are collected by 154 nursing students， who have f，巴wnursing experiences. Results reveal that the nursing students 
who seriously face their death and life sympathize with others' death more than those who don't 
Another purpose of this study is to examine th巴contentsof the thought of death and dying. Some students have 
both sympathy and death anxiety. Death anxiety shows not only fear of death but sensitivty. It is important rather to 
face their life and death with that sensitivity than to have no death anxiety. In a similar way， no death anxiety also 
shows double~id巴 meanings. It may be the symptom of nervous anxiety that th巴youngthinks of death too seriously 
Of death is it rather thought in the latter half of one's Iife. So no death anxiety may show him to be mentally healthy. 
However， the questionnaire can・tshow enough the latent anxiety. Not to be conscious of death anxiety makes death 
anxiety lower outwardly. ln this way， when studying the difficult problems like death and dying， we need to consider 
both the tangible results and the latent possibility， thinking of the age and task of the subjects， the background of the 
times， and so on 
( 10) 
